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佳作

佳作 将来の恩人

ユ　ナンダー　ウィン
YU NANDAR WIN
国 　 籍 ミャンマー
職 　 種 介護
実習実施者 株式会社笑顔いちばん
監 理 団 体 ―

　二年まえから日本に来た僕は、会社から自分の乗り物
として自転車を会社からもらいました。それは、僕が子
供のころからずっと欲しかったものでした。僕にとって
自転車に乗って走るのは小さなころからの夢でした。日
本に来て分からない事がいっぱいあって、わからない場
所がいっぱいあって、自分の自転車で行くことを楽しみ
にしていました。一番気になった事は、自転車が走る道
がすごくきれいな事でした。モンゴルであれば、道が
あってもとても危ない道が多いので乗る事ができません
でした。日本では、自転車でどこにでも行けるし、安全
なのでとても嬉しいです。会社に自転車で行ったり、買
い物に行ったり、あそびに行ったりしてとても便利で
す。多くの日本人の人々は、子供のころから自転車に
乗っているので、健康的なのかなと思いました。ある時、
タイヤがパンクしたけど、自分で治せるようになる必要
があるかなと思いました。雨の日にタイヤがパンクし
て、走りにくかったので、 2回か 3回くらい危なかった
事があったので、注意して行かないとダメだと思いまし
た。でもこれは、いい経験になりました。自転車をいつ

も乗る中で、自転車を走らせるにも、いろいろなルール
を守らないといけないと知りました。本当に車と同じよ
うなルールなんだと知らされました。僕は、 2年以上一
緒に生活してきたこの自転車ともうすぐお別れになると
思うと少し寂しいです。もしモンゴルに持って帰ること
ができれば持って帰りたいです。しかし、そうすること
は出来ません。なので、モンゴルに帰ったら、日本でた
めたお金で自分の自転車を買いたいと思っています。
昔、子供の時一度だけお父さんに買ってもらった事があ
るけど、今度は自分で買えるのでうれしいです。この作
文を書いている時も、考えるととてもたのしみでしかた
ありません。それと、今まで日本に来てから学んだ事が
山のようにたくさんあります。僕の自転車からも、多く
の事を教えてもらいました。いろんな道も覚えました、
いろんな人と出会いました、僕の大切な自転車には、こ
れからも長生きして欲しいと思っています。新しく入っ
てくる実習生の事もよろしくお願いします。今まであり
がとう、僕の自転車。僕のヒーローでした。

僕の自転車
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　「元気とユーモアのない社会に明るい未来はやってこ
ない」あるアニメの中の主人公が言った言葉、私の大好
きな言葉です。日本に来る前、その言葉はただアニメの
セリフだと思っていましたが日本に来て 2年の間に色々
勉強になってその言葉の意味をもっと理解できるように
なりました。
　 2年前、日本に来たばっかりの私は今の私と違って挨
拶する声も小さかったしあまり元気も出なかったです。
私は家族や友達や知り合いとは元気で気軽く会話できま
すが、知らない人や初めて会う人の前では借りてきた猫
みたいです。緊張するのはもとより「相手が自分の話を
聞きたいのかな、自分から話しても良いのかな」と自分
の中でも色々考えて不安になって言葉もなかなか出な
かったです。そういう劣等感がある自分が嫌です。その
癖を直してもっと明るい人になりたいけれども前は直す
自信がなかったです。でも私は将来の恩人に助けても
らったおかげで悪夢から起きたみたいに嫌な癖を直せま
した。
　その将来の恩人は私が勤めている店の施設長です。な
ぜ将来の恩人と呼ぶかというと施設長から色々な良い事

を教えてもらって私の将来の見通しは明るくなってきた
と思うからです。施設長は仕事には厳しい人である一方
でとても優しい人です。最初は親しくない人と話しずら
い私なので日本人が大事にしている報連相をちゃんとで
きなかった時がありました。後で施設長に知られて怒ら
れたことが何回もありました。でも施設長は私を嫌いに
ならず私ともっと親しくなる為工夫してくれました。そ
れは交換日記です。お互い一日あった事、感じた事、言
いたい事をノートの中に書いて、交換するようにお互い
話し会って決まりました。交換日記のおかげで自分の
困っている事や相談したい事などが言いやすくなって施
設長ともっと親しくなってきました。そして施設長は仕
事について良いアドバイスを教えて下さったり、私がで
きたことを褒めて下さったりしたおかげで私はもっと仕
事できるようになりました。そうして下さった事で自分
に自信が付いてもっと元気で笑えるようになりました。
施設長がいつも教えて下った事は元気で大きい声で挨拶
する事です。相手から元気で挨拶されると自分も嬉しい
です。今は朝から元気な姿で挨拶して一日中ご利用者様
と他のスタッフと話したり、笑ったりして働きながら幸
せな毎日を過ごしています。
　自分の性格も変わって成長を感じられるのは施設長の
おかげなのでいつも心から感謝しています。これから私
は日本語のＮ 1レベルの試験を受けて介護の技術を精一
杯学んで母国の次世代に教えられる先生になる為頑張り
ます。私みたいに元気のない劣等感がある子があったら
自信が付くまで助けてあげたいです。アニメのセリフの
ように次世代に明るい未来が来る為元気出して皆んなと
一緒に笑える環境を作れたら良いなと思います。
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